
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

 

 

みずきの会 ミニ観だより   1月号 
2016年 2月 11日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

ヨコズナサシガメ越冬の形は  

・動植物の冬越しは、命がけなのだと思いました。その工夫を色々知りたいと思います。(M.K) 
・キチョウが冬越しを成虫でするのが見れて、感動した。生きるってすごい！     (S.S) 
・枯葉の中に色付いた植物沢山、ロゼット状に上を向き、春を感じますね。 (K.M・D.M) 
・成虫で冬を越すもの、幼虫、卵、様々な冬越しがあるものだと思いました。 (K.S) 

みぃつけた 

 

フクラスズメ残骸 キチョウ 

 
 

声！ミニ観に参加した人の

 

 

イヌシデ 

 ヨコズナサシガメの冬越しの話や、他のカメムシの卵を見て、自然をもっと観察し

て見ようと思いました。見方も変わりました。       （I.T） 
 ヨコズナサシガメの越冬を見て、越冬場所の選び方によって、昆虫のエネルギーの 
消費に付いても考えなければと思いました。        （K.W） 

餌を置く人がいる様で？ 
    困ったものです。 

 

 No。１９４ 

トラツグミ 

１７日 曇 ８℃ 
 新たな発見が沢山あり

ました。自然のすばらし

さ、生きる事のすばらし

さ、お互い助け合って命が

繋がっている事に、感動し

ました。いやされた時間を

過ごした事、感謝です。 
     （I.M・Y.M） 去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

  
 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 
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